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　 『 常 陽 』 は 使 用 済 核 燃 料の 再 利 用 に 向 け て 、 次 世 代高 速 炉 を 開 発 す る た め に 整備 さ れ た 国 内 唯 一 の 実 験炉 。 東 海 第 二 発 電 所 な ど とは 異 な り 、 発 電 設 備 は 設 置さ れ て い な い 。　 「 技 術 の 高 度 化 」  、  「 燃 料  ・材 料 の 照 射 試 験 」  、  「 高 速 炉実 用 化 の た め の 革 新 技 術 の実 証 」 が 主 な 役 割 で 、 高 速

増 殖 原 型 炉 「 も ん じ ゅ 」 の設 計 ・ 建 設 な ど に も 貢 献 する な ど 、 ２ ０ ０ ７ 年 ま で 約７ 万 １ ０ ０ ０ 時 間 の 運 転 を続 け て き た が 、 装 置 の ト ラブ ル に よ り 同 年 か ら 稼 働 停止 と な り 、 現 在 に 至 る 。　
構 成 す る 建 物 は 、 原 子 炉

建 物 、 原 子 炉 付 属 建 物 、 主冷 却 機 建 物 。 原 子 炉 上 部 には 二 重 回 転 プ ラ グ と 呼 ば れ

と が 見 込 ま れる 。　

さ ら に 、

『 常 陽 』 は 医療 の 面 で も 多大 な 貢 献 が 期待 さ れ て いる 。 放 射 性 同位 元 素 に よ るが ん 治 療 では 、 病 巣 内 部か ら 放 射 線 を当 て て が ん 細胞 を 死 滅 さ せる が 、 放 射 性同 位 元 素 の 製造 は 海 外 の 原子 炉 に 依 存

し て い る の が 現 状 。 特 に α線 を 放 出 す る ア ク チ ニ ウ ム２ ２ ５ は 治 療 効 果 が 高 い とさ れ 、 転 移 性 の 前 立 腺 が んへ の 有 効 性 が 確 認 さ れ て いる 。　
と こ ろ が 、 ア ク チ ニ ウ ム

２ ２ ５ は 治 療 効 果 が 高 い もの の 、 全 世 界 で も 年 間 約 ３０ ０ ０ 人 分 （ 前 立 腺 が ん 投与 量 換 算 ） し か 流 通 し て おら ず 、 医 療 の 実 用 化 に 向 けた 研 究 が 困 難 な 状 況 と な って い る 。　
大 島 理 事 は 「 ア ク チ ニ ウ

ム ２ ２ ５ は 原 料 の 保 有 国 が限 ら れ て お り 、 人 工 的 な 製造 が ほ ぼ で き な い 状 況 に ある 。 医 療 へ の 実 用 化 に は 、十 分 な 量 を 確 保 し て 円 滑に 研 究 を 実 施 す る 必 要 が ある 。 国 産 化 が 実 現 す れ ば 、よ り 多 く の 人 命 を 救 う こ とに も つ な が る 」 と 話 す 。　
こ の 世 界 的 に も 希 少 な ア

ク チ ニ ウ ム ２ ２ ５ の 大 量製 造 を 可 能 に す る の が 『 常陽 』 だ 。　 『 常 陽 』 で は １ ｇ の ラ ジウ ム ２ ２ ６ を １ 回 照 射 す れば 、 現 在 の ア ク チ ニ ウ ム ２２ ５ の 世 界 供 給 量 の 約
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を 製 造 す る こ と が で き る とい う 。　 「 原 子 力 委 員 会 が ま と めた 医 療 用 等 ラ ジ オ ア イ ソト ー プ 製 造 ・ 利 用 推 進 ア クシ ョ ン プ ラ ン に は 、  『 常 陽が 運 転 再 開 さ れ れ ば 、 前 立

対 策 、 溢 水 対 策 な ど に 着 手し て い く 」 と 安 全 対 策 に 抜か り の な い こ と を 強 調 する 。　
県 と 大 洗 町 が 事 前 了 解 し

た の は 、 こ の 新 増 設 等 計 画だ 。 そ れ に よ る と 、 熱 出 力は １ ４ ０ Ｍ Ｗ か ら １ ０ ０ ＭＷ に 変 更 さ れ 、 主 炉 停 止 系に よ る 原 子 炉 停 止 が 不 能 とな っ た 場 合 に 備 え 、 独 立 した 後 備 炉 停 止 制 御 棒 が 設 置さ れ る 。 ま た 、 中 央 制 御 室が 使 用 で き な い 場 合 に 備え 、 中 央 制 御 室 以 外 の 場 所か ら 原 子 炉 を 停 止 で き る よう 手 動 緊 急 停 止 ボ タ ン を 設置 。　
さ ら に 、 制 御 棒 の 異 常 な

引 き 抜 き を 防 止 す る イ ンタ ー ロ ッ ク 、 原 子 炉 緊 急 停止 機 能 喪 失 に 備 え た 代 替 安全 保 護 回 路 、 格 納 容 器 の 破損 を 防 止 す る た め の 圧 力 開放 板 な ど も 設 置 さ れ る 。　
様 々 な 事 態 を 想 定 し た 上

で の 安 全 対 策 で あ り 、 新 規制 基 準 対 応 に 係 る 安 全 対 策工 事 費 は
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2 2年 度 ま で ２

０ ７ 億 円 が 補 助 金 等 と し て予 算 措 置 さ れ 、 今 後 契 約 する 大 型 案 件 も あ る た め 総 額は さ ら に 増 え る 見 込 み だ 。運 転 ・ 維 持 ・ 保 守 費 は 年 間約
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る 。　
原 子 力 に よ っ て も た ら さ

れ る 恩 恵 は 多 方 面 に わ たる 。 特 に 世 界 中 で 行 わ れ て

転 再 開 を 目 指 し て い く 」 と前 を 向 く 。　
原 子 力 の 有 用 性 に つ い

て 、 地 元 選 出 の 県 議 会 議 員で も あ る 原 子 力 国 民 会 議 茨城 支 部 顧 問 の 田 山 氏 は 「 正し く 使 え ば ま さ に 夢 の よ うな エ ネ ル ギ ー 。 安 全 第 一 であ る こ と は 当 然 で 、 も っ と利 活 用 を 推 進 す べ き 」 と 話す 。　
長 年 、 田 山 氏 は 原 子 力 問

題 に 取 り 組 ん で き た 。  「 大洗 町 の 町 民 憲 章 で は 『 原 子の 火 を 育 て 』 と 謳 わ れ て おり 、 町 民 の 方 々 は 幼 い 頃 から 原 子 力 に 慣 れ 親 し ん で いる 。 国 民 の 理 解 が 進 ま な いの は 、 原 子 力 に つ い て 詳 しく 学 ぶ 機 会 が 少 な い か ら だろ う 。 理 解 を 促 す た め にも 、 わ れ わ れ に 身 近 な 問 題と し て 、 高 校 の 公 民 の 授 業に エ ネ ル ギ ー 教 育 を 取 り 入れ る べ き だ 」 と 力 説 す る 。　
ま た 、  「 Ｊ Ａ Ｅ Ａ も 広 報

活 動 に 注 力 し 、 研 究 者 の 生の 声 を 広 く 国 民 の 皆 さ ま に伝 え て ほ し い 。 昨 今 は 電 力需 要 も エ ネ ル ギ ー 価 格 も 急激 に 上 昇 し て い る 。 我 が 国は 天 然 資 源 に 恵 ま れ て い ない か ら こ そ 、 知 恵 と 技 術 で補 わ な け れ ば な ら な い 。 その た め に も 原 子 力 は 安 全 に使 え ば 素 晴 ら し い エ ネ ルギ ー だ と い う こ と を 啓 発 して い く 必 要 が あ る 。 今 回 の『 常 陽 』 の 再 稼 働 は 、 そ の原 動 力 と な る だ ろ う 」 と 訴え る 。　
施 設 自 体 の 安 全 性 の 確 保

に は 十 分 な 配 慮 が な さ れ てい る が 、 自 然 災 害 な ど へ の備 え は ど う だ ろ う か 。 大 洗町 は 県 内 屈 指 の 景 勝 地 で あ

る 広 い 海 岸 線を 持 つ 。 大 地震 の 際 に 津 波に 襲 わ れ たり 、 イ ン フ ラが ス ト ッ プ する 心 配 は な いの だ ろ う か 。　
県 の 土 木 部

長 や 企 業 局 長な ど を 歴 任 した 渡 邊 氏 は 、東 日 本 大 震 災な ど の 経 験 を踏 ま え 、 普 段か ら 水 や 電 源を 確 保 し て おく こ と な ど 、危 機 管 理 の 重要 性 を 強 調 する 。

る 蓋 が つ い て お り 、 安 全 に燃 料 の 出 し 入 れ が で き る よう に な っ て い る 。　
Ｊ Ａ Ｅ Ａ の 大 島 宏 之 理 事

は 、  『 常 陽 』 の 安 全 性 に つい て 「 エ ネ ル ギ ー の 高 い 中性 子 を 利 用 し 、 冷 却 材 に ナト リ ウ ム を 使 用 し て お り 、仮 に 電 源 が 失 わ れ た 場 合 でも 、 ナ ト リ ウ ム の 自 然 循 環に よ り 原 子 炉 が 自 然 冷 却 され る 仕 組 み に な っ て い る 」と 説 明 す る 。　
ま た 、  「 再 稼 働 に 向 け 、

『 常 陽 』 の 新 増 設 等 計 画 が昨 年 ７ 月

2 6日 、 原 子 力 規 制

委 員 会 の 新 規 制 基 準 適 合 性審 査 に 合 格 し た 。 こ れ は 安全 性 に つ い て 委 員 会 か ら お墨 付 き を い た だ い た と い うこ と 。 そ の 後 、 地 盤 改 良 工事 を 行 い 、 現 在 は 耐 震 補 強工 事 を 実 施 し て い る 。 今 後は 地 震 以 外 の 自 然 現 象 （ 竜巻 、 火 山 等 ） 対 策 や 、 火 災

腺 が ん へ の 高 い 治 療 効 果 に注 目 の 集 ま る 薬 剤 等 に 利 用さ れ る ア ク チ ニ ウ ム ２ ２ ５製 造 へ の 利 用 が 期 待 さ れる 』 と 記 載 さ れ て い る 。 今年 ２ 月 に は 国 立 が ん 研 究 所セ ン タ ー と 『 放 射 性 同 位 元素 で 標 識 さ れ た 薬 剤 の 研 究開 発 等 に 係 る 協 力 協 定 』 も締 結 さ せ て い た だ い た 。 高速 中 性 子 を 照 射 で き る 『 常陽 』 を 活 用 す れ ば 、 今 後 需要 の 増 大 が 確 実 な ア ク チ ニウ ム ２ ２ ５ の 大 量 生 産 技 術を 確 立 し て 世 界 的 な 供 給 源と な り 、 日 本 に と っ て 大 きな 強 み に な る だ ろ う 」 と 語気 を 強 め る 。　
一 方 で 、 原 子 力 へ の 国 民

の 理 解 の 高 ま り に も 期 待 する 。  「  『 常 陽 』 で の 研 究 は 、こ れ ま で 世 界 に 対 し て ア ドバ ン テ ー ジ を 持 っ て い た 。し か し 、 経 験 者 が 退 職 し 、福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 の 事故 の 影 響 な ど も あ り 、 現 在は そ れ を 失 い つ つ あ る 。 一度 失 わ れ た 技 術 を 取 り 戻 すに は 相 当 の 時 間 が か か る 」と し 、  「 放 射 性 廃 棄 物 の 処理 問 題 や 原 子 力 施 設 の 廃 止措 置 な ど 、 世 間 に は 原 子 力に 対 す る ア レ ル ギ ー も あ ると 思 う 。 原 子 力 の 安 全 性 を１ つ １ つ 丁 寧 に 説 明 し 、 安心 し て い た だ け る よ う に した い 。 原 子 力 が 本 来 持 っ てい る ポ テ ン シ ャ ル を 最 大 限に 活 か し 、 様 々 な 分 野 へ 応用 さ れ 、 当 た り 前 の よ う に日 常 生 活 へ 安 心 し て 利 用 され る よ う 、

2 6年 度 半 ば の 運

い る 原 子 力 発 電 は 、  「 発 電時 に 二 酸 化 炭 素 を 排 出 し ない 」  「 発 電 も そ の コ ス ト も安 定 し て い る 」 と い う メリ ッ ト を 持 ち 、 エ ネ ル ギ ーの 安 定 供 給 と 経 済 性 を 維 持し な が ら 、 二 酸 化 炭 素 の 排出 を 最 大 限 抑 え る こ と が でき る 。　
我 が 国 の エ ネ ル ギ ー 消 費

は 輸 入 し た 石 油 や 石 炭 など に 依 存 し て お り 、 特 に 近年 の エ ネ ル ギ ー 価 格 の 高 騰は 、 国 民 生 活 全 般 に 影 響を 及 ぼ し て い る 。 ウ ラ ン も化 石 燃 料 の 一 種 で あ り 、 可採 年 数 は 石 油 よ り 多 い が それ で も １ ０ ０ 年 程 度 。 しか し 、 使 用 済 燃 料 を 再 処 理工 場 で 処 理 し て 新 燃 料 を 製造 し 高 速 炉 で 使 用 す る 、 とい う 高 速 炉 を 用 い た 核 燃 料の リ サ イ ク ル が 成 立 す れば 、 ３ ０ ０ ０ 年 以 上 の エ ネル ギ ー 供 給 も 可 能 と な る こ

　
渡 邊 氏 は 自 身 の 経 験 か

ら 「 企 業 局 長 時 代 に 漏 水 事故 が 発 生 し た 際 は 、 備 蓄 して お い た 補 修 資 材 が と て も役 に 立 っ た 。 そ し て 施 設 の部 品 を 用 意 し て お く こ と も大 切 。 時 間 が 経 つ と 同 じ 規格 の 部 品 が 製 造 さ れ な く なり 、 い ざ と い う 時 に 対 応 でき な く な る 恐 れ が あ る 。 緊急 時 に 備 え て 補 修 資 材 は あら か じ め 確 保 し て お く こ とが 必 要 。 震 災 後 は 非 常 用 発電 機 も 導 入 し 、 停 電 し て も企 業 活 動 が 継 続 で き る よ うに し た 。 人 の 生 活 も 企 業 活動 も 、 万 一 の 時 に 普 段 と 変わ ら ず 続 け ら れ る よ う に する こ と が 非 常 に 重 要 に なる 」 と 指 摘 す る 。　
大 洗 研 究 所 に は 人 造 湖 の

夏 海 湖 が あ り 水 は 豊 富 。 地盤 は 強 固 で 、 近 く に 山 や 川は な い の で 土 砂 崩 れ や 河 川の 氾 濫 の 心 配 も 無 用 。 電 気に つ い て も 非 常 用 発 電 機 が設 置 さ れ て お り 、 燃 料 さ えあ れ ば ス ト ッ プ す る こ と はな い 。 ま た 、 海 抜 約
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高 台 に あ る た め 津 波 に よ る被 害 も 考 え に く い 。　
ま た 、 本 地 域 は 国 道
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に 隣 接 し 、 北 関 東 自 動 車 水戸 大 洗 Ｉ Ｃ に も 近 く 、 東 関東 自 動 車 道 も 近 く 全 線 開 通す る な ど 、 港 も 空 港 も あ る陸 ・ 海 ・ 空 を 備 え た 非 常 に利 便 性 の 良 い 場 所 に 位 置 して い る 。　
田 山 氏 は 「  『 常 陽 』 の 再

稼 働 は 私 に 課 せ ら れ た 使命 。 資 源 に 乏 し い 我 が 国は 、 石 油 な ど の エ ネ ル ギ ーを 海 外 か ら の 輸 入 に 頼 ら ざる を 得 な い 。 原 子 力 の 持 つポ テ ン シ ャ ル を 活 か す こ とが で き れ ば 、 安 定 し た エ ネル ギ ー の 供 給 以 外 に も 、 医療 や カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ルへ の 貢 献 、 宇 宙 産 業 へ の 利活 用 な ど 、 様 々 な 分 野 で 役に 立 つ こ と だ ろ う 」 と 力 を込 め る 。　
そ し て 、  「 も ち ろ ん 、 再

稼 働 に は 何 よ り も 安 全 が 欠か せ な い 。 今 後 、 実 施 さ れる 安 全 対 策 工 事 は 、 万 全 に万 全 を 期 し て 行 わ れ る も のと 確 信 し て い る 。 無 限 の 可能 性 を 秘 め た 夢 の よ う な 話で も 、 夢 に 近 づ く に は 一 歩一 歩 、 着 実 に 歩 み を 進 め るこ と が 大 切 だ 。 そ の 歩 み が人 類 に と っ て の 大 き な 一 歩と な る こ と を 願 い つ つ 、
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年 度 半 ば の 運 転 再 開 を 待 ちた い 」 と 期 待 を 寄 せ た 。

　
国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構 （ Ｊ

Ａ Ｅ Ａ ） 大 洗 研 究 所 の 高 速 実 験 炉

『
常 陽

』
は 、 １

９ ７ ７ 年 の 初 臨 界 以 来 、 世 界 で も ト ッ プ レ ベ ル の試 験 用 研 究 炉 と し て 最 先 端 の 技 術 開 発 に 貢 献 し てき た 。 現 在 は 安 全 確 保 の た め 稼 働 を 停 止 し て い るが 、 ９ 月 ６ 日 、 県 と 大 洗 町 は 再 稼 働 に 必 要 な 安 全対 策 工 事 の 開 始 を 了 承 し た 。 先 進 的 な が ん 治 療 につ な が る 医 療 用 放 射 性 物 質 の 製 造 な ど 、 大 き な ポテ ン シ ャ ル を 秘 め た

『
常 陽

』
の 再 稼 働

－ 。 も ち ろ

ん 、 そ の 前 提 に は 「 安 全 」 が 欠 か せ な い 。 そ し てそ の 恩 恵 を 与 る こ と に な る 私 た ち も 、 原 子 力 に 対す る 正 し い 理 解 が 必 要 だ 。 弊 紙 で は 独 自 取 材 を 試み 、 Ｊ Ａ Ｅ Ａ 理 事 の 大 島 宏 之 氏 、 茨 城 県 議 会 議 員で 原 子 力 国 民 会 議 茨 城 支 部 顧 問 の 田 山 東 湖 氏 、 県土 木 部 長 、 県 企 業 局 長 な ど を 歴 任 し た 渡 邊 一 夫 氏（ 弊 紙 特 別 顧 問 ） か ら 、 原 子 力 利 用 の あ り 方 や 安全 管 理 体 制 な ど に つ い て 話 を 聞 い た 。

茨 城 県 議 会 議 員
原 子 力 国 民 会 議 茨 城 支 部 顧 問

日 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構 理 事

元 茨 城 県 土 木 部 長
元 茨 城 県 企 業 局 長

田 山 　 東 湖 氏

大 島 　 宏 之 氏

渡 邊 　 一 夫 氏

3 0 0 0年 以 上 、  エ ネ ル ギ ー 供 給 可 能

原 子 力 の 安 全 性 を 正 し く 理 解

危 機 管 理 へ の 重 要 性 強 調

～ 世 界 で も ト ッ プ レ ベ ル の 試 験 用 研 究 炉 、 最 先 端 の 技 術 開 発 担 う ～

「 常 陽 」 再 稼 働 安 全 対 策 工 事 を 推 進

が ん 治 療

な
　

　
ど 医 療 面 に 大 き な 貢 献

高 速 実 験 炉 「 常 陽 」 H T T R （ 高 温 工 学 試 験 研 究 炉 ）

高 速 炉 サ イ ク ル 技 術 開 発 高 温 ガ ス 炉 技 術 開 発

世 界 ト ッ プ レ ベ ル の 試 験 用 研 究 炉 / 運 転 経 験 / 関 連 す る 試 験 施 設 を 用 い て 、 国 際 協 力 も 活 用 し つ つ 、

次 世 代 革 新 炉 の 開 発 を 推 進

大 洗 研 究 所 の 主 要 プ ロ ジ ェ ク ト

◆ エ ネ ル ギ ー の 安 定 供 給
資 源 有 効 利 用 ・ エ ネ ル ギ ー セ キ ュ リ テ ィ の 強 化

◆ 環 境 へ の 負 荷 低 減
放 射 性 廃 棄 物 の 量 の 低 減

◆ が ん 治 療 薬 製 造 に よ る 医 療 へ の 貢 献
医 療 用 ラ ジ オ ア イ ソ ト ー プ の 製 造

◆ 宇 宙 、 核 融 合 開 発 、 基 礎 物 理 支 援
高 速 中 性 子 照 射 場 の 提 供

◆ 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー と の 調 和
変 動 を 補 う 調 整 電 源 機 能

◆ カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル へ の 貢 献
水 素 製 造 、 高 温 熱 利 用 （ 産 業 利 用 ）

国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構 大 洗 研 究 所


